
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、133万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会
一般社団法人神奈川・山梨・伊豆大島（330-B）地区ライオンズ

http://www.lions330-b.gr.jp/

2025〜2026年度
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リーダーシップこそ奉仕、奉仕こそリーダーシップ。リーダーシップこそ奉仕、奉仕こそリーダーシップ。
“ Lead to Serve, Serve to Lead ”“ Lead to Serve, Serve to Lead ”
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ガバナーズメッセージ
就任のご挨拶
2025〜2026年度
ガバナーズ・ポリシー 
第１・第２副地区ガバナー
就任のご挨拶
川崎大師平間寺にて大願成就
を祈願
キャビネット事務局開所式
330-B地区役員構成表
キャビネット幹事・会計
地区GATメンバーご紹介
第1回キャビネット会議
神奈川県と小田原市より感謝状
オーランド国際大会
アラートセミナー
LCIFマッチング交付金活用
フィリピンに小学校建設
大和アートLC認証状伝達式
三浦LC結成60周年記念式典
横浜みなとマリンLC結成50
周年記念式典・伏見 龍元国際
理事米寿を祝う会
伊豆大島LC CN60周年記念
例会
Step Forward支援金を活用して
◦横浜みなとみらいLC
クラブレター
◦藤沢LC
◦横浜ポートヒルLC
◦横浜磯子LC
編集後記

2025〜2026年度

国際会長テーマ

国際会長

A.P. シンL
（インド　コルカタ）

リーダーシップこそ奉仕、
奉仕こそリーダーシップ。

　この度ライオンズクラブ国際協会330-B地区ガバナーに就任いたしました2R-3Z
横浜サンセット21ライオンズクラブ所属L森川吉孝でございます。
　オーランドの地にて倉田雅史地区ガバナーにエレクトリボンを外していただき、ガ
バナーとなりました。非常にうれしくもありましたが、重みも感じました。この最初
に持った思いを忘れずガバナーを全うしてまいります。
　今期のA.P.シン国際会長のテーマは『 Lead to Serve, Serve to Lead. （リーダ
ーシップこそ奉仕、奉仕こそリーダーシップ。）』になります。
　私は“『 つなぐ 』リーダーシップと奉仕 ”をテーマに、サブテーマを「 絶対やるぞ、
会員拡大 」ミッション1.5として活動いたします。
　前期、倉田雅史前地区ガバナーが達成されました10年ぶりの34名の会員拡大は大
きな功績です。330-B地区の会員の皆様も結果を見ていただき「 やればできる 」と思
ったことと推察いたします。この自信を今後につなげていくことで、今期も“ ミッシ
ョン1.5 ”を推進してまいります。
　多くの会員の方と共にアクティビティーを行うことができるよう会員拡大を進めラ
イオンズクラブ活動を広めてまいります。さまざまなジャンル、お知り合いを通じて

『 つなぐ 』を探していただき、つなげていくことをお願いいたします。楽しみながら
笑顔でライオンズクラブの活動を推進していきましょう。
　どうぞ1年間ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

ガバナーテーマ

第61代地区ガバナー

（1R-1Z　横浜サンセット21LC）

L　森　川　吉　孝

就任のご挨拶
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　私たちは、ライオンズクラブメンバ
ーとして奉仕の心を持ち、多くの仲間
と共に日々アクティビティを行って
います。
　この想いは、シカゴで生まれたラ
イオンズクラブが100年の歴史を越
え、脈々と“ We Serve”の心を受け
継いでまいりました。
　今、過度期を迎えており、今までの
奉仕団体、寄付団体等が存続の意義を
考え直す時期に来ています。そこで、
2024年度よりライオンズクラブ国
際協会から提唱されて始まりました

“ Mission 1.5 ”を掲げ、2027年ま
でに全世界の会員数を130万人から
150万人に拡大する使命を受けてい
ます。
　倉田雅史地区ガバナーから引き継
いだ会員拡大の機運をブラッシュア
ップして、2027年につないでいきま
す。
　今期『 つなぐ 』という言葉をテー
マにさまざまな事象へとつないでま
いります。

　また、横のつながりも必要になりま
す。クラブ同士、ゾーン、リジョンで
アクティビティを行い、多くの人々を
巻き込み活動を行ってまいります。
　また、ライオンズクラブ国際協
会ではアクティビティとLCIFは活
動の両輪であるといわれています。
330-B地区も毎年取り組んでいます
が、100ドル寄付を進めていきます。
多くの会員の方にご理解をいただき、
我々が直接関わることができないア
クティビティにLCIFに寄付をするこ
とで世界貢献につなげていきます。
　次に、ホームページの充実を図りま
す。ホームページに対する意見を集
め、会員の方、ホームページに訪れた
方が見やすいものにしていきます。
　今期も330-B地区として２つの柱

「 会員拡大 」と「 LCIF」の寄付を進め
てまいります。
　会員の皆様にはライオンズクラブ
の発展のためご協力とご理解をいた
だき１年間よろしくお願い申し上げ
ます。

最初につながる相手先です。
1. 仲間・家族（友だち・PTA・幼なじ

み・会社の同僚・趣味の仲間）
2. 各種団体
　 （商工会議所・青年会議所・法人会・

工業会・消防団・BNI・倫理法人会
etc.）

3. 他の奉仕団体
　 （ソロプチミスト・ロータリークラ

ブetc.）
4. 学生
　 （高校生・大学生・専門学校生）
　が代表的なつながりを持つことに
有望な相手先になります。
　このようにさまざまなルートをつ
なぐことにより、ライオンズクラブの
存在意義を高め、アクティビティの充
実、会員の拡大を図ることが重要にな
ります。
　このつながりを、行政、社会福祉協
議会を含めた公共団体との共催にし
て活動をすることも視野に入れてい
ければと考えます。

第61代地区ガバナー

2025〜2026年

（2R-3Z　横浜サンセット21LC）

L 森　川　吉　孝

「絶対やるぞ、会員拡大」ミッション 1.5

地区ガバナーテーマ

サブテーマ

Activity
policy
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【1】ワールドライオンズ奉仕デー
を今期も活用して、大きくラ
イオンズクラブのアクティビ
ティを実施し、PR広報につな
げライオンズクラブの活動を
広めます。（とりまとめは奉仕
活動推進・こどもの未来・青少
年育成（GST）委員会にお願
いします）

規加入の見込みのある方を巻き込み、
アクティビティを開催してください。
※上記のアクティビティができない

場合は、多くの方・新規入会見込み
の方を巻き込みアクティビティを
開催してください。

（3）前期同様の清掃を行うクラブに
おきましては軍手・ゴミ袋はキャビネ
ット事務局に用意しています。

（1）今期も奉仕デーを昨年同様2回
開催いたします。
　◦ワールドライオンズ奉仕デー

　　10月5日（第1日曜日）
　◦キャビネット奉仕デー

　　5月9日（第1土曜日）
（2）リジョンごと、あるいはゾーン
ごとにまとまったアクティビティを
開催してください。多くの団体や新

みんなのアクションプログラムみんなのアクションプログラム
会員拡大とLCIF寄付をやりぬこう！！

−  目　　標  −

1.  2027年終了時3,600名の会員復活

2.  ２クラブ以上のエクステンションと各リジョンに２つ以上の支部結成

3.  今期は100名の純増を目指します

4.  退会防止の推進
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【2】会員拡大・エクステンション・
支部結成プログラム

（1）会員拡大：会員拡大におきまし
ても前期同様に会員招待状を作成し
配布いたします。下記の方々へお声
をかけてください。

※会員招待状（1,100枚）配布
正規会員（700枚）、家族（100
枚）、学生（300枚）

1. 仲間・家族
　 （友達・PTA・幼なじみ・会社の同

僚・趣味の仲間）
2. 各種団体
　 （商工会議所・青年会議所・法人会・

工業会・消防団・BNI・倫理法人会
etc.）

3. 他の奉仕団体
　 （ソロプチミスト・ロータリークラ

ブetc.）
4. 学生

（2）LCIFの交付金を活用して、リジ
ョン・ゾーンでまとまり、地区シェア
リング交付金やクラブの交付金を活
用してアクティビティを行ってくだ
さい。

（3）LCIF主催のゴルフコンペ、ボウ
リング大会を開催して、会員以外の方
を勧誘して、LCIF活動の理解と会員
拡大につなげてください。

【4】各種大会への
　　参加強化プログラム

（1）OSEALフォーラム（札幌）に参
加者300名を目指します。案内と周
知を徹底いたします。

（2）世界大会（香港）に参加者200名
を目指します。案内と周知を徹底し
ます。

　 （高校生・大学生・専門学校生）
（2）新クラブ2クラブ以上を結成
1. 前期新クラブを2クラブ結成でき

ましたので、今期も2クラブ以上
結成していきます。主にキャンパ
スクラブ・学生クラブ・スペシャリ
ティクラブを結成していきます。

2. 大学（主にミッション系の大学）・
専門学校（医療・看護を中心に）な
どの学校にターゲットを絞り進め
ていきます。周りにある学校を調
査してお願いいたします。

【3】LCIF活動の強化と
　　活用プログラム

（LCIF委員会が中心になって活
動してください）

（1）LCIFの活動を啓蒙して前期に引
き続き全員100ドル寄付をお願いい
たします。

2025〜2026年
Activity
policy
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第 2 副地区ガバナー

L 井 田　　 渉
川崎富士見 LC

第 1副地区ガバナー

L 内 藤　修 也
笛吹 LC

　2025年7月オーランドにて開催された第107回
国際大会は、さながらフロリダの熱い太陽のごとく、
強い熱気に包まれた大会でした。世界中のメンバーが
一堂に会するこの貴重な機会を多くのメンバーと共有
できたことを誇りに思います。
　4月に開催された第71回地区年次大会代議員会に
おいて、皆様より多大なる信任を賜り、第2副地区ガ
バナーに就任することができましたこと、心より感謝
申し上げます。森川吉孝地区ガバナーのもと、内藤修
也第1副地区ガバナーと共にガバナーチームの一員
として研鑽を積み、皆様のクラブの活性化のために役
立つことができるよう、一所懸命に努めていく所存で
す。
　私たち330-B地区は、10年ぶりに会員純増で新
たな期を迎えることができました。また、数年来呼び
かけられている「 新しい奉仕活動にチャレンジしよ
う！」の声に応え、多くのクラブで、新たな奉仕活動
やこれまでの奉仕活動の磨き直しが実践され、特定の
奉仕活動に特化したクラブ支部や新クラブが結成され
ています。この良い流れは、ぜひとも継続しなければ
なりません。
　私たちの活動目的である奉仕活動を充実させるため
にはどのようなことが必要でしょうか。この命題につ
いて考える時、近年の素晴らしい成果は、私たちに多
くのヒントを与えてくれます。第2副地区ガバナー
として、多くのメンバーの皆様と対話する機会をいた
だけることを楽しみにしています。皆様と成功事例を
共有し、共に地域社会の向上につながる取り組みを模
索し、私たちの明日へとつないでまいりたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

　盛夏の候、330-B地区の皆様におかれましては、
益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　今期2025年7月より2026年6月までライオン
ズクラブ国際協会330-B地区第1副地区ガバナーを
務めさせていただきます11R-1Z笛吹LC所属L内藤
修也でございます。
　第71回地区年次大会代議員会におきまして、皆様
より多大なるご信任を賜り、このような重責を任せて
いただけることとなり、大変身が引き締まる思いでご
ざいます。厚く御礼申し上げます。
　今期森川吉孝地区ガバナーのもと、ガバナーテーマ

“『 つなぐ 』リーダーシップと奉仕 ”という言葉を胸
に、井田 渉第2副地区ガバナーと共に、ガバナーチ
ーム一丸となって日々研鑽に励み、皆様のお役に立て
るよう、士気を高め、各クラブと共に一段と発展して
いけますよう精進してまいります。
　そして、さまざまな“ つながり”を大切にし、縦と
横の糸が重なり合い織りなす布のように、またその布
が益々広がっていくように、「 つなぐ 」の言葉の通り
多くの方々を巻き込み、会員拡大につなげていきたい
と考えております。
　皆様におかれましては、災害の頻発や異常気象、地
球の温暖化など落ち着かない日々が続いております
が、お身体にご留意され、ご活躍されますことをご祈
念申し上げます。
　今期1年間、粉骨砕身努めてまいりますので、皆様
何卒よろしくお願い申し上げます。

就任のご挨拶
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　7月22日（火）森 川 吉 孝 第61
代地区ガバナーの本格的な活動開
始に際し、盛夏の候「 大願成就祈
願祭 」が真言宗智山派の川崎大師
平間寺において、荘厳な式典が執
り行われた。
　当日は森川ガバナーを筆頭に、
内藤修也第1副地区ガバナー、井
田 渉第2副地区ガバナー、ならび
に元地区ガバナー、そしてキャビ
ネット関係の役員、各RC・ZCな
ど総勢80名が参列。11時15分
からは大本堂にて護摩祈祷が行わ
れ、燃え上がる護摩の炎が煩悩を
焼き払う中、参列者一同が心を込
めて祈りを捧げた。
　祈祷後12時から、場所を信徒会
館に移して昼食会が催され、鈴木 
忍キャビネット幹事の司会で始ま
り、森川ガバナーは挨拶で「 今期
ガバナーテーマ『 つなぐ 』リーダ
ーシップと奉仕、サブテーマ「 絶
対やるぞ、会員拡大 」ミッション
1.5を旗印に、皆様には協力をお
願いします 」と力強く語った。
　その後、伏見 龍元国際理事およ
び倉田雅史前地区ガバナーの激励
の言葉の後、尾形慶三元地区ガバ
ナーによる乾杯の音頭で昼食会が
開始された。歓談は終始和やかな
雰囲気の中で進み、13時には三井
寿浩キャビネット会計による閉会
の挨拶をもって、祈願祭は滞りな
く終了した。
　取材：地区ニュース

副委員長　 L新井　宏次

　撮影：　　 〃　　

アドバイザー　 L近野　照彦

森川吉孝 第61代地区ガバナー一行
川崎大師平間寺にて大願成就を祈願

●
乾
杯
の
音
頭　

尾
形
元
ガ
バ
ナ
ー

●
昼
食
会
に
て
法
話
を
聴
く
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大
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総合解体工事・アスベスト除去工事
人にやさしい環境を

株式会社 トラスト

代表取締役　鈴木　忍
（横須賀ライオンズクラブ所属）

〒238-0024　横須賀市大矢部5-10-7
TEL.046-854-5560　FAX.046-854-5563

URL：http//trust-kaitai.com

　7月28日（月）第61代森川吉孝地
区ガバナーはキャビネット事務局の
開所式を行った。
　内藤修也第1副地区ガバナーの開
会の言葉でスタートし、森川ガバナー
からは、国際大会開催報告と、昨年度
に引き続き『 mission1.5 』を引き
継いでいただきたいと今期への期待
を述べた。
　また、川崎大師平間寺での祈願祭の

に目標を達成し、右目を入れた倉田雅
史前地区ガバナーに続いて、森川ガバ
ナーが心を鎮め今期の目標達成を願
い、祈願だるまの左目を入れると、会
場は大きく盛り上がった。 
　取材：地区ニュース

委員長　L山田　博之

　撮影：　 　〃

アドバイザー  L 近野　照彦

報告を行い、ガバナーテーマを『 つな
ぐ 』リーダーシップと奉仕とし、サブ
テーマに「 絶対やるぞ、会員拡大 」ミ
ッション1.5を掲げたと披露。今期
キャビネット事務局のスタートとな
る開所式の日に、「 今期もまた地区全
体でライオンズクラブを盛り上げて
行きましょう 」と役員の方々へ支援
と協力を要請した。
　祈願だるまの開眼式では、まず前期

キャビネット事務局開所式
2025〜2026年度

●決意表明と協力をお願いする森川ガバナー

●目標を達成して右目を入れる倉田前ガバナー ●鈴木 忍キャビネット幹事（左）と三井寿浩キャビネット会計（右）

●目標達成を願って左目を入れる森川ガバナー
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地区副コーディネーター

会員拡大・
退会防止（GMT）

指導力育成
（GLT）

奉仕活動推進・こどもの
未来・青少年育成（GST）

女性・若手特別
（WYPT）

LCIF・公益財団法人
日本ライオンズ

田中ひろ子 青木　哲也 佐藤　文哉 安永　佳代 花上　康一
（横　浜　桜　美　林）（横　浜　み　ど　り）（川　崎　多　摩　川）（相　　模　　原）（厚　木　さ　つ　き）

キャビネット副会計

谷井　弘樹
（川　崎　み　ら　い）

キャビネット副幹事

中村　浩子 田村　洋一
（横浜みなとみらい）（箱　　　　根）

尾形　慈真 榎田　　成
（横浜サンセット 21）（海　老　名　飛　鳥）

内田　博之 木村　記章
（横　　浜　　旭）（藤　沢　中　央）

會田　勝規 佐々木貴也
（川　崎　み　ら　い）（横　　須　　賀）

金子　　顕 杉田　光司
（川　　崎　　北）（甲　　　　府）

三浦　直樹
（河　　口　　湖）

地区会計監査

大川　幸男 秋山隆一郎 深澤　英夫
（川　　崎　　南）（小　田　原　白　梅）（南　ア　ル　プ　ス）

枠内キャビネット構成員

地区委員長

LCIF・公益財団法人
日本ライオンズ 会則・会員 緊急支援

アラート
薬物乱用防止・
クエスト

糖尿病・四献
いのちの電話

YCE・
国際協調

IT・広報
マーケティング 地区ニュース

戸田　則男 金田　雅昭 五味　勝己 立山　和也 辻井　祐幸 加藤　雅光 日下部洋史 山田　博之
（川　崎　朋　友）（横浜ポートヒル）（甲　府　シ　テ　ィ）（小　田　原　白　梅）（藤　沢　ラ　イ　フ）（横浜みなと−馬車道）（横浜戸塚中央）（茅ヶ崎グリーン）

大会参加 総　　務 （特別）
ライオンズの未来

（特別）
一般社団法人

（特別）R・Z 再編・
次期政策検討

第 72回地区
年次大会

第 72回地区
年次大会実行

キャビネット
事務局長

片岡　淳一 佐藤　明人 出川　渓二 中野　達夫 鈴木　慎二 尾形　慶三 岩城　浩眞 小松　英一
（横浜おおとりコスモポリタン）（厚　　　　木）（川　崎　田　島）（横　浜　中　央）（笛　　　　吹）（横浜おおとりコスモポリタン）（横浜サンセット 21）（甲　州　富　士　山）

元国際理事
名誉顧問 伏見　　龍 （横浜みなとマリン）

地区ガバナー 森川　吉孝 （横浜サンセット21）

前地区ガバナー
名誉顧問会議長 倉田　雅史 （小　田　原　白　梅）

第1副地区ガバナー 内藤　修也 （笛　　　　吹）
キャビネット幹事 鈴木　　忍 （横　　須　　賀）

元地区ガバナー
名誉顧問 石田　真一 （川　崎　臨　海） 第2副地区ガバナー 井田　　渉 （川　崎　富　士　見）

キャビネット会計 三井　寿浩 （横浜サンセット21）
元地区ガバナー
名誉顧問 中澤　一浩 （甲　　　　府）

元地区ガバナー
名誉顧問 亀井　真司 （横　　須　　賀） 地区 GAT（グローバル・アクション・チーム）

ゾーン・チェアパーソン（GAT）
元地区ガバナー
名誉顧問 吉本　晴夫 （藤　沢　中　央） GAT 地区

ファシリテーター 森川　吉孝 （横浜サンセット21）

1R

1ZC 竹内　清剛

6R

1ZC 岩本　和博
元地区ガバナー
名誉顧問 山本　直正 （川崎リバティ） GAT 地区

副ファシリテーター 櫻井　貴裕 （藤　　　　沢） （横　　浜　　東） （小　　田　　原）

元地区ガバナー
名誉顧問 石原　英司 （上　　野　　原） GAT 地区

副ファシリテーター 高山　政宏 （甲　府　若　葉） 2ZC 串田　久子 2ZC 小野　信水

元地区ガバナー
名誉顧問 井出　　孝 （平　　　　塚） GAT 地区

副ファシリテーター 小松　英一 （甲　州　富　士　山）
（横　浜　元　町） （秦　野　あ　づ　ま）

3ZC 小林　信宏

7R

1ZC 片山　隆博
元地区ガバナー
名誉顧問 尾形　慶三 （横浜おおとりコスモポリタン） GMT 地区

コーディネーター 德永　三朗 （横　浜　金　港） （横　浜　瀬　谷） （平　塚　湘　南）

元地区ガバナー
名誉顧問 安達　成功 （川　　崎　　南） GET 地区

コーディネーター 石橋　昭仁 （三　　　　浦） 4ZC 白井　　聡 2ZC 清田　文雄

元地区ガバナー
名誉顧問 佐藤精一郎 （山　　　　北） GLT 地区

コーディネーター 佐藤　芳織 （小　　田　　原）
（横浜みなとマリン） （大　　　　磯）

2R

1ZC 北見　裕之 3ZC 鈴木　泰堂
元地区ガバナー
名誉顧問 小山　正武 （横　浜　金　港） GST 地区

コーディネーター 小林　　誠 （甲　府　富　士） （横　浜　港　南） （厚　木　さ　つ　き）

元地区ガバナー
名誉顧問 金子　圭賢 （川　　崎　　北） WYPT 地区

コーディネーター 鳥居　眞弓 （大和中央シティ） 2ZC 押尾　泰典

8R

1ZC 芳村　　健

元地区ガバナー
名誉顧問 渡辺　和廣 （甲　府　シ　テ　ィ） LCIF 地区

コーディネーター 平賀　新也 （甲　府　舞　鶴）
（横浜おおとりコスモポリタン） （藤　沢　中　央）

3ZC 板倉　廣幸 2ZC 山岸　真樹
元地区ガバナー
名誉顧問 桜井　孝一 （南　　足　　柄）

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

1RC 桜庭　友見 （横浜みなとみらい） （横　浜　桜　美　林） （大和リバティ）

元地区ガバナー
名誉顧問 牧田　健一 （横浜戸塚中央） 2RC 福井　康朝 （横　　浜　　寿）

3R

1ZC 須藤　　清 3ZC 野沢　敏祐

元地区ガバナー
名誉顧問 阿部　英明 （相模原シティ） 3RC 小松　和芳 （横浜戸塚中央）

（横　浜　戸　塚） （相模原けやき）

2ZC 浅井　悦男

9R

1ZC 大野　典明
元地区ガバナー
名誉顧問 久津間康允 （小　田　原　白　梅） 4RC 中谷　克宏 （川　崎　み　ら　い） （横　浜　み　ど　り） （横　須　賀　東）

元地区ガバナー
名誉顧問 神田　信男 （横　浜　中　央） 5RC 髙木　伸一 （川　崎　白　百　合）

4R

1ZC 木村　仁志 2ZC 石坂　太郎

6RC 大澤　玲子 （秦　　　　野）
（川　崎　み　ら　い） （三　　　　浦）

2ZC 日原　　悟

10R

1ZC 塩澤　　満
7RC 大山　　学 （伊勢原ひかり） （川　　崎　　葵） （甲　　府　　北）

8RC 丸山　正浩 （相　模　原　中　央）

5R

1ZC 村井　信夫 2ZC 小山内龍司

9RC 山中　　健 （横　須　賀　中　央）
（川　崎　中　原） （甲　　府　　南）

2ZC 関口　能長 3ZC 三枝　正揮
10RC 平賀　新也 （甲　府　舞　鶴） （川　　崎　　西） （南　ア　ル　プ　ス）

11RC 内田　宗英 （勝　沼　・　大　和）

11R

1ZC 佐野　隆明
（塩　　　　山）

2ZC 三浦　　勝
（富士吉田中央）

3ZC 東山　和広
（上　　野　　原）

地区委員会アドバイザー

会員拡大・
退会防止（GMT）

奉仕活動推進・こどもの
未来・青少年育成（GST）

LCIF・公益財団法人
日本ライオンズ 会則・会員 薬物乱用防止・

クエスト
糖尿病・四献・
いのちの電話 IT・広報マーケティング

神戸　幸男 梶谷　美雄 櫻井　貴裕 尾立　孝司 橋本　信行 木下　忠義 関根　信男 益田　典彦 吉田　正利
（茅ヶ崎オーシャン）（厚　　　　木）（藤　　　　沢）（横浜ポートヒル）（新　　横　　浜）（横　浜　ふ　じ）（横　　浜　　中）（横浜みなと−馬車道）（横　　浜　　旭）

地区ニュース 総　　務 （特別）一般社団法人

近野　照彦 中井　弘明 小笠原政憲 小松　和芳 宮田　暢人 大竹　　良 内田　吉則 大滝　靖生
（横　浜　梅　櫻）（横浜シーサイド）（横　　浜　　旭）（横浜戸塚中央）（川　　　　崎）（横　須　賀　東）（横　　　　浜）（小　田　原　白　梅）

330-B地区役員構成表2025〜2026年度
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8リジョン・チェアパーソン

丸　山　正　浩L
（相模原中央LC）

9リジョン・チェアパーソン

山　中　　　健L
（横須賀中央LC）

11リジョン・チェアパーソン

内　田　宗　英L
（勝沼・大和LC）

4リジョン・チェアパーソン

中　谷　克　宏L
（川崎みらいLC）

5リジョン・チェアパーソン

髙　木　伸　一L
（川崎白百合LC）

6リジョン・チェアパーソン

大　澤　玲　子L
（秦野LC）

7リジョン・チェアパーソン

大　山　　　学L
（伊勢原ひかりLC）

2リジョン・チェアパーソン

福　井　康　朝L
（横浜寿LC）

1リジョン・チェアパーソン

桜　庭　友　見L
（横浜みなとみらいLC）

3リジョン・チェアパーソン

小　松　和　芳L
（横浜戸塚中央LC）

GET地区コーディネーター
エクステンション（GET）委員会

委員長

石　橋　昭　仁L
（三浦LC）

GST地区コーディネーター
奉仕活動推進・こどもの未来・
青少年育成（GST）委員会委員長

小　林　　　誠L
（甲府富士LC）

キャビネット幹事 キャビネット会計

GAT地区
副ファシリテーター

GAT地区
副ファシリテーター

GAT地区
副ファシリテーター

WYPT地区コーディネーター
女性・若手特別（WYPT）委員会

委員長

鳥　居　眞　弓L
（大和中央シティLC）

LCIF地区コーディネーター
10リジョン・チェアパーソン

平　賀　新　也L
（甲府舞鶴LC）

GMT地区コーディネーター

德　永　三　朗L
（横浜金港LC）

鈴　木　　　忍 L
（横須賀LC）

三　井　寿　浩 L
（横浜サンセット21LC）

櫻　井　貴　裕L
（藤沢LC）

高　山　政　宏L
（甲府若葉LC）

小　松　英　一L
（甲州富士山LC）

GLT地区コーディネーター
指導力育成（GLT）委員会

委員長

佐　藤　芳　織L
（小田原LC）

キャビネット幹事・会計・地区GATメンバー
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橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

塩　澤　　　満 L
（甲府北LC）

大　野　典　明 L
（横須賀東LC）

石　坂　太　郎 L
（三浦LC）

6リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

10リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

岩　本　和　博 L
（小田原LC）

山　岸　真　樹 L
（大和リバティLC）

4リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

8リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

木　村　仁　志 L
（川崎みらいLC）

5リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

9リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

村　井　信　夫 L
（川崎中原LC）

野　沢　敏　祐 L
（相模原けやきLC）

4リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

8リジョン
3ゾーン・チェアパーソン

日　原　　　悟 L
（川崎葵LC）

5リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

白　井　　　聡 L
（横浜みなとマリンLC）

竹　内　清　剛 L
（横浜東LC）

串　田　久　子 L
（横浜元町LC）

小　林　信　宏 L
（横浜瀬谷LC）

1リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

1リジョン
3ゾーン・チェアパーソン

1リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

1リジョン
4ゾーン・チェアパーソン

9リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

関　口　能　長 L
（川崎西LC）

地区GAT  メンバー
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代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生

小山内　龍　司 L
（甲府南LC）

三　枝　正　揮 L
（南アルプスLC）

佐　野　隆　明 L
（塩山LC）

東　山　和　広 L
（上野原LC）

三　浦　　　勝 L
（富士吉田中央LC）

2リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

6リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

10リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

小　野　信　水 L
（秦野あづまLC）

7リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

11リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

清　田　文　雄 L
（大磯LC）

7リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

10リジョン
3ゾーン・チェアパーソン

片　山　隆　博 L
（平塚湘南LC）

8リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

11リジョン
3ゾーン・チェアパーソン

芳　村　　　健 L
（藤沢中央LC）

7リジョン
3ゾーン・チェアパーソン

11リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

鈴　木　泰　堂 L
（厚木さつきLC）

北　見　裕　之 L
（横浜港南LC）

2リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

3リジョン
1ゾーン・チェアパーソン

須　藤　　　清 L
（横浜戸塚LC）

2リジョン
3ゾーン・チェアパーソン

3リジョン
2ゾーン・チェアパーソン

押　尾　泰　典 L
（横浜おおとりコスモポリタンLC）

板　倉　廣　幸 L
（横浜桜美林LC）

浅　井　悦　男 L
（横浜みどりLC）

地区GAT  メンバー
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　森川ガバナーの挨拶に続き、伏見 
龍元国際理事が「 今日は急に雨が降
って足元も悪くなりましたが、雨降っ
て地固まるということでガバナーも
張り切っておりますので、その調子に
乗りまして一緒に330-B地区を華々
しく盛り上げていただきたい。また、
今日の天気のように330-B地区をし

1回キャビネット会議が、8
月1日（金）14時 か ら 横 浜
ベイホテル東急にて開催さ

れた。
　中村浩子キャビネット副幹事の司
会で内藤修也第1副地区ガバナーの
開会宣言から始まり、国歌およびライ
オンズヒム斉唱、続いて物故ライオン
と献眼提供を行っていただいた方々
への黙祷、ライオンズの誓いを行った
後で構成員を動画で紹介した。
　森川吉孝地区ガバナーは挨拶で

「 オーランドの地で倉田雅史地区ガバ
ナーよりリボンを外していただき、第
61代のガバナーとなりました。1年
間よろしくお願いします。倉田前地
区ガバナー期で10年ぶりの会員拡大
となり、34名という日本国内で2番
目の功績を残されました。またLCIF
も51万ドルと目標を達成されまし
た。倉田ガバナーお立ちください。2
つの達成ですので拍手を送りたいと
思います。（拍手）これだけ褒めておけ
ば今期も1年間お世話になりますし
上手くやっていけるのではと思いま
す。今期のA.P.シン国際会長はミッ
ション1.5を継続された方です。会
員拡大につきましては非常に厳しく
毎月のように数字を出せといわれ、ま
るで平の営業社員になったかのよう
な気分になっております。皆様には
会員拡大、LCIFについてお願いする
ことは間違いないのですが、楽しく明
るくやっていきたいと思っておりま
す。このことがクラブメンバーや地
域の方々に伝染していけば、会員拡大
やアクティビティでライオンズクラ
ブの思いが伝わりますので共にやっ
ていきましょう。後ほど、国際会長、
私の方針を述べさせていただきます。
本日はどうぞよろしくお願いします 」
と明るく語られた。

地区ニュース副委員長　L野田　　覚

っかり固めて行きたいなと思ってお
りますので、よろしくお願いします 」
と挨拶された。
　続けて伏見元国際理事より、新しく
エクステンションされた大和アート
LCの北嶋恭子会長に対し、国際会長
感謝状が贈呈された。
　次に倉田雅史前地区ガバナーより

8月1日（金）　会場：横浜ベイホテル東急

第1回 キャビ第1回 キャビ第1回 キャビ

●国際会長感謝状
　支部クラブ結成　大和アートLC

●森川ガバナー ●内藤第1副ガバナー ●伏見元国際理事 ●倉田前ガバナー

●前期三役に記念品贈呈

第
■ 

第
１
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
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WYPT地区コーディネーターがそれ
ぞれ受賞された。
　続けて倉田前ガバナーより挨拶が
あり「 前期は皆様方のおかげで34名
の純増となり、改めて感謝申し上げま
す。ライオンズは奉仕が大切ですか
ら、素晴らしい奉仕、そして素晴らし
い仲間を増やしていけば、一層良いク

前期アワード贈呈があり、「 クラブ
支部結成優秀賞 」に藤沢LC、茅ヶ
崎オーシャンLC、甲府LC、甲府中
央LC、「 国際大会参加優秀賞 」に小
田原白梅LC、「 エクステンション優
秀賞 」に大和中央シティLC、大和
アートLC、「 ガイディングライオン
賞 」に大和中央シティLCの鳥居眞弓

ラブ運営そしてキャビネット運営が
できると思っています。森川ガバナ
ーどうぞ頑張ってください 」とエー
ルを送った。また、フィリピンのバタ
ンガスとヌエバ地区の2か所に小学
校を建設し寄贈したことも報告があ
った。

地区ニュース副委員長　L田中　準二

　続いて、森川ガバナーより倉田前ガ
バナー、大滝靖生前キャビネット幹
事、秋山隆一郎前キャビネット会計の
前期3役へ記念品の贈呈があった。
　鈴木 忍キャビネット幹事から幹
事 報 告 が あ り、国 際 関 係 で は、第
62回OSEALフ ォ ーラ ム 札 幌 大 会
が 今 年10月23日 か ら26日 に 開
催予定との発表があった。会員動静
はB地 区3,313名、LCIFの 寄 付 累
計 額530,798ド ル、角 膜 提 供 者・
物故者の報告後、6月13日（金）ク
ラブ会長・幹事・会計・事務局員セミ
ナーがZOOMで開催されたこと、6
月20日（金）横浜市開港記念会館で
330-Bアラートセミナー「 災害に強
い330-Bを作る 」を開催したとの報
告に続き、今後のキャビネットの予定
とガバナー公式訪問日程、夏季休暇
日程等の連絡で幹事報告は終了した。
また、現在キャビネット事務局では、
業務過多による事務局員のオーバー
ワークが発生しており、問い合わせは
メールでお願いしたいとの依頼があ
った。
　次に、秋山前キャビネット会計か
ら前期会計報告があった。冒頭に補
足説明として、財産目録の運営費会
計15,764,182円はLCIFマッチン
グ交付金事業（フィリピン小学校建設
プロジェクト）の支払いが6月30日
以降になったため、7月3日に最後の
支払い1,052,055円を行ったこと、
さらに、寄贈プレート費110,000
円 とLCIFへ 返 金1,171,413円 を
差し引き、実質の運営費口座残高は
13,430,714円であるとの説明があ

8月1日（金）　会場：横浜ベイホテル東急

ネットネット会議開催 会議開催 ネット会議開催

●鈴木キャビネット幹事 ●秋山前キャビネット会計 ●三井キャビネット会計 ●井田第2副ガバナー

●クラブ支部結成優秀賞
　茅ヶ崎オーシャンLC・甲府LC・甲府中央LC・藤沢LC

●国際大会参加優秀賞
　小田原白梅LC
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吉本会計事務所吉本会計事務所吉本会計事務所
「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」

所長・税理士　吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jpTEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp

った。その他運営費の会計は、事務
局員の出入りがあったが、ほぼ予定
通りで、地区年次大会会計は経費削
減ができ、繰越金が増額された。地
区ニュース会計、IT・PR会計は、
期首予算通り。YCE会計、腎・ア
イバンク会計、アクティビティ特別
活動資金会計、薬物乱用防止教室会
計については、予算比減額で推移し
た。
　これを受けて、大垣健一会計監査
委員より前期会計監査が適正確実で
あることが伝えられた。

地区ニュース副委員長　L長坂　 正

　休憩後、A.P.シン国際会長によ
る映像が上映され、『 リーダーシッ
プこそ奉仕、奉仕こそリーダーシ
ップ。』というテーマが掲げられた。
その中で「 あきらめないで挑戦すれ
は、必ず成功する 」との確固たるメ
ッセージが伝えられた。
　その後、森川ガバナーより本年度
のテーマ『 つなぐ 』リーダーシップ
と奉仕、サブテーマ「 絶対やるぞ、
会員拡大 」ミッション1.5を旗印
として、アクティビティの多様性を
より充実させ、現在3,310名のメ
ンバーを3,600名を目標に拡大す
る努力を皆様にもお願いしたいと、
力強く語った。
　続いて議事に入り、本日は87名
の議員総数で74名の出席者があ
り、過半数の出席があるため、審議
は有効であるとの確認の後、森川ガ
バナーを議長として審議が始まっ
た。

れ、承認をもって予算書として成立し
た。
　そして、議事要約の確認の後、井田 
渉第2副地区ガバナーによる閉会宣
言により、第1回キャビネット会議は
滞りなく終了した。
　キャビネット会議終了後、懇親会が
開催された。懇親会は内藤第1副ガ
バナーの開宴の挨拶から始まり、倉田
前ガバナーの乾杯の挨拶で幕を開け
た。
　アトラクションでは、大和アート
LCのメンバーである北嶋恭子会長

（サックスフォン）と石井扶美代L（ピ
アノ）、その仲間の大島嘉仁さん（バ
リトン）による素晴らしい演奏が披露
され、会場は大いに盛り上がった。
　最後に井田第2副ガバナーによる
閉宴の挨拶をもって、第1回キャビネ
ット会議の全日程が終了した。

地区ニュース副委員長　  L新井　宏次

　撮影：地区ニュース委員会

アドバイザー　L近野　照彦

第1号議案　地区会計監査指名選任
の件
　【 挙手により賛成多数で承認可決 】

第2号議案　キャビネット幹事・会計
の職務執行担保の件

【 挙手により賛成多数で承認可決 】
第3号議案　弔意規定の件

【 挙手により賛成多数で承認可決 】
第4号議案　リジョン交付金、ゾーン
交付金の件

【 挙手により賛成多数で承認可決 】
第5号議案　2025〜2026年度
ガバナーズ・アワード審査・表彰規定
の件
　【 挙手により賛成多数で承認可決 】

第6号議案　2025〜2026年度
一般会計・特別会計予算承認の件
　【 挙手により賛成多数で承認可決 】

第7号議案　地区シェアリング交付
申請の件

【 挙手により賛成多数で承認可決 】
　その後、三井寿浩キャビネット会計
から本年度会計の予算案等が提示さ

●ガイディングライオン賞
　鳥居WYPTコーディネーター

●エクステンション優秀賞　大和アートLC・大和中央シティLC

審  議  事  項
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　7月1日（火）10時、倉田雅史地区
ガバナー、大滝靖生キャビネット幹
事、秋山隆一郎キャビネット会計、石
島鉄也第71回地区年次大会実行委員
長、阪之上克巳同副委員長の5名で小
田原市役所を訪問し、寄付贈呈式に参
加。第71回地区年次大会記念アクテ

され、第71回地区年次大会記念アク
ティビティ神奈川県ジャパンSDGs
アクション推進のための寄付に対す
る感謝状を倉田ガバナーに手渡され
た。
　第71回地区年次大会実行

副委員長　L阪之上　克巳

ィビティ青少年育成のために、小田原
市長加藤憲一様へ寄付目録をお渡し
した。小田原市からは青少年育成お
よび地域の発展に寄与したとして感
謝状を拝受した。
　また、同日午後には、神奈川県職員
の方がキャビネット事務局をご来訪

地区を代表して感謝状を拝受
神奈川県と小田原市から倉田ガバナーが
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アメリカ合衆国フロリダ州の都市オレンジ郡庁所在地、全米屈指の観光都市として知られる
オーランドで第107回ライオンズ国際大会が7月13日から17日まで開催された。

LIONS CLUBS INTERNATIONALLIONS CLUBS INTERNATIONAL
CONVENTION 2025CONVENTION 2025

第第107107回ライオンズクラブ回ライオンズクラブ第107回ライオンズクラブ
オーランド国際大会オーランド国際大会オーランド国際大会

LIONS CLUBS INTERNATIONAL
CONVENTION 2025

　9時30分からオレンジ・カウンティ・コンベンションセン
ターのホールAで開会式が行われた。
　ディズニーワールドをはじめ、数々のテーマパークがある
オーランドらしい演出でステージには人気キャラクターも登
場し会場は各国のメンバーで熱気に包まれた。
　年間の功績に賞賛の拍手で迎えられ登壇したファブリシオ・
オリベイラ国際会長は歓迎の挨拶と基調講演を行った。
　次に恒例のフラッグセレモニー、平和ポスター・作文コンテ
ストの受賞者の紹介ほか、国際第3副会長候補者のインスタ
レーションなどが行われ、華々しくオーランド国際大会の開

　連日の猛暑を考慮し、オレンジ・カウンティ・コンベンシ
ョンセンター周辺の沿道約1kmを各国のメンバーは多種多
彩な民族衣装で行進、日本チームは山田實紘元国際会長が

「 JAPAN」の横断幕をバックに先頭を進み、紅白のキャップ、
真っ赤なアロハシャツ、白の綿スラックス、白のスニーカーの
出で立ちで約800名が行進。倉田雅史地区ガバナー、森川吉
孝ガバナーエレクト等は、スマイルで日本ライオンズをアピ
ール、沿道の観衆から喝采を浴びた。

インターナショナルパレード14日（月） 大会開会式　初日総会 15日（火）
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ーの1年間の労をねぎらい、森川新ガバナー（明後日誕生）を
激励、支援していこうと参加者全員が結束を固めた。

　2日目総会の基調講演は、2007年世界水泳メルボルン大
会で7冠を達成した伝説の金メダリスト、マイケル・フェルプ
ス氏と、ABCキャスターであり、エミー賞受賞者であるダイ
アン・マセド氏が登壇し、インタビュー形式で行われた。マイ
ケル・フェルプス氏は2008年に財団を設立し、水泳を通じ
て子どもたちの水上安全活動や心身ともに健康な生活を推奨、
自身の経験を語りメンタルヘルスについての意識向上に向け
て世界各国で講演している。基調講演後はパティ・ヒルLCIF
理事長よりLCIF年次報告が行われた。

催が告げられた。選挙投票は12時から行われ、2日後閉会式
において選挙結果が発表される。
　大会期間中展示ホールや各会場では多くのセミナーが開催
され、各国語の同時通訳が用意されたミッション1.5セミナ
ーや、SNS活用についてのセミナーなど、多くの学びの場が
用意されていた。
　12時30分よりバレンシアボールルームに於いて、メル
ビン・ジョーンズ・フェロー昼食会が開催され、パティ・ヒル
LCIF理事長より櫻井貴裕330複合地区LCIFコーディネータ
ーに1,000ドル寄付550回ピンが贈呈された。
　18時からダブルツリー・バイ・ヒルトン・オーランド・アッ
ト・シーワールドにおいて、330-B地区の「 倉田雅史ガバナ
ー晩餐会&森川吉孝ガバナーエレクト壮行会 」が開催された。
リゾート感溢れる、贅沢でリラックスした空間で倉田ガバナ

2日目総会 16日（水）

●
挨
拶
す
る
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・

　

オ
リ
ベ
イ
ラ
国
際
会
長

17



　続いて国際役員が紹介され、日本から国際理事へ立候補し
ていた仁科良三L（長野みすずLC）と田名部智之L（八戸LC）
の2名の候補者が投票の結果、1年目理事として承認された。
そして、各国のガバナーエレクトのブルーリボンが外される
時がきた。A.P.シン新国際会長のもと新ガバナーセレモニー
が行われ、倉田ガバナーが森川ガバナーエレクトのブルーリ
ボンを外し、森川ガバナーが誕生した。
　お昼には「 ザ・パブ・オーランド 」にて森川新ガバナーの誕
生を祝し、壮行会が開催された。
　世界の国々のメンバーと友愛、親睦を深めた第107回オ
ーランド国際大会は閉幕した。次回、第108回国際大会は
2026年7月3日から7日まで、香港にて開催される。
　　　　　　取材：地区ニュース委員会
　　　　　　撮影：地区ニュース　アドバイザー　L近野　照彦

　オーランドでの第107回国際大会もついに最終日を迎えた。
　9時からオレンジ・カウンティ・コンベンションセンターで
開会、選挙結果が発表され、インド出身のA.P.シン新国際会
長が誕生した。国際第1副会長にマーク S.ライオンL、国際
第2副会長にマノージ・シャーL、国際第3副会長にトニー・
ベンボウLが就任した。歴代の国際会長が見守る中、国際会長
交代セレモニーとして新国際会長の就任宣誓式が厳粛に執り
行われた。
　シン国際会長は就任演説で「 私たちが奉仕するのは世界を
よくするため、私たちが拡大を目指すのはその奉仕のインパ
クトを大きいものにし、地域社会をより力強いものにし私た
ちの未来をより確かなものにするため 」と話し、「 私たちは
皆、誰かがライオンズに誘ってくれたから今日ここにいる。返
すべき借りがあると信じている 」と熱く語られた。

大会閉会式　最終日総会 17日（木）

●ブルーのエレクトリボンが外れて第61代森川吉孝地区ガバナー誕生 ●今期のガバナーテーマを掲げる330-B地区新旧役員

●就任式で小槌を拝受するA.P.シン国際会長

●歴代の国際会長が見守る中行われた国際会長就任の宣誓式
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　6月20日（金）横浜市開港記念会
館講堂にて「 災害に強い330-Bを作
るアラートセミナー」が緊急支援・ア
ラート委員会主催で開催されました。
近年毎年のように日本各地で発生し
ている自然災害は、私たちの生活する
地区でも起こりうることです。しか
しながら330-B地区は災害経験の少
ないエリアなため、災害に対する危機
管理意識に温度差があるのが現実と
いえます。そこで今回は330-B地区
メンバーを対象に、第1部では東京大
学大学院情報学環総合防災情報セン
ターの沼田宗純准教授にご登壇いた
だき『 自然災害と防災について 』詳
しくご講演いただきました。

壇いただき、L鈴木泰堂がモデレータ
ーとなり、それぞれが経験した貴重な
意見をもとに議論を進め、支援をする
側・受ける側の立場となって考えるべ
き課題や、ライオンズクラブとしてこ
れから備えるべきこと等、多くの学び
を得る機会となりました。
※これからも緊急支援・アラート委員
会は災害と防災について情報を発信
共有してまいりますので、ご理解とご
協力をお願いいたします。
　取材：2024−2025年度 緊急支援・

アラート委員長　L鈴木　泰堂

　撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦

　第2部では五味勝己副委員長は、今
期地区委員会が一年をかけて準備を
進めてきた、セミナータイトルにもあ
る「 災害に強い330-B地区 」を作る
ためにはクラブの垣根を越えた継続
性のある活動の必要性を強く訴えま
した。
　第3部では『 支援と受援 』をテー
マとしたパネルディスカッションが
開催され、パネリストには西日本豪
雨災害で被災と復興経験のある廿日
出一晴L（336-C地区 東広島あきつ
LC）、また現在復興活動中の能登半
島より山本明人L（334-D地区 能登
LC）、第1部でご講演いただきました
沼田准教授（東京大学）の3名にご登

災害に強い330-Bを作るアラートセミナー開催災害に強い330-Bを作るアラートセミナー開催

緊急支援・アラート委員会
主
催

●
第
１
部 

沼
田
准
教
授
に
よ
る
基
調
講
演

●倉田ガバナー挨拶 ●説明する五味副委員長

●
第
３
部 
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ネ
ル
デ
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カ
ッ
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ン

●
第
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部

●
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３
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　クラブシェアリング交付金および人
道支援マッチング交付金を活用して、
330-B地区および小田原3クラブ合同
で「 フィリピン小学校建設プロジェク
ト 」を行いました。	
　フィリピンでは経済の発展が進んで
おりますが、いまだ貧困の差が大きく
首都部マニラとその他地域の経済格差
は大きい状態です。地方の貧困地域で
は、自然災害で壊れたままの校舎や人
口に対して学校の数が足りていない状
態にあります。
　現地姉妹提携ライオンズクラブと共
に支援依頼の来ている現場確認を行い、
台風被害で10年近く校舎が壊れたま
ま教室が足りずに授業が受けられない
生徒たちがいることや、生徒数に対し
て学校の数が足りずに困っている現状
を確認しました。そして、現地ライオ
ンズクラブより支援の要請を受けまし
た。		
　プロジェクトは、下記のスケージュ
ールで進行しました。
2024年9月　クラブシェアリング
　　　　　　　 交付金申請
2024年10月 国際協会にマッチング
　　　　　　　 交付金申請
2025年1月　LCIF国際理事会承認
2025年2月　事業開始
2025年6月　建設完了
2025年6月　開校式セレモニー
　 開 校 式 セ レ モ ニ ー は、6月27日

（金）パ タ ン ガ ス 地 区「 San Diego 
Elementary School」、6月28日

（土）ヌ エ バ 地 区「 Pasong Inchik-
San Rafael Elementary School」
で行われ、両校とも多くの生徒や学校
職員からの歓迎を受け、出席者の紹介
や挨拶、記念プレート除幕式、テープ
カット、贈呈品の引渡し、寄付証書の
署名、小学校校長からの感謝状の授与
などが行われ2時間程で終了しました。
また、完成した小学校には下記教室備
品類を寄贈しました。先生用椅子テー
ブル4台、生徒用椅子160脚、ノート
パソコン10台、壁掛け電気扇風機24

<参加者>
◦キャビネット：倉田雅史地区ガバナ

ー・内藤修也第2副地区ガバナー・
大滝靖生キャビネット幹事・櫻井貴
裕LCIFコーディネーター

◦小田原LC：押田吉真会長
◦小田原白梅LC：小田善三会長、他メ

ンバー11名
◦小田原松風LC：菊原俊也会長
　取材：6R-1Z  小田原白梅LC

L山田　広樹

　撮影：　　　　〃　　　　L髙杉　　昇

台、テレビ4台、プロジェクター4台。
鉛筆・ノート・鉛筆削りなどの文房具の
寄贈には、箱根LCや湯河原LCにもご
協力いただきました。
　今回、2校の開校式セレモニーを通
じてケソンシティ・ダイナミックLCか
らも大歓迎を受けており、小学校建設
プロジェクトで絆が強くなったと感じ
る2日間でした。また、出迎えてくれ
た生徒の笑顔も印象的でした。
　今後もシェアリング交付金などを活
用して新たな事業奉仕をしていければ
と思います。		

LCIFマッチング
交付金活用

「フィリピン小学校建設プロジェクト」報告
330-B地区／小田原LC・小田原白梅LC・小田原松風LC合同
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　6月23日（月）大 和 駅 前「 北 京 飯
店 」にて、8R-2Z大和アートLCの認
証状伝達式記念式典および祝宴が執り
行われた。
　大和アートLCはもともと、令和5
年3月 に 大 和 中 央 シ テ ィLCの 大 和
artisticクラブ支部として結成された。
クラブ支部としては、障がいのある方
に向けた「 家族みんなで音楽会 」や

「 能登半島地震などの被災地支援チャ
リティコンサート 」などを開催してき
たが、「 もっと活動の幅を広げたい 」と
いう北嶋恭子会長の強い思いが形にな
り、このたび新たなクラブ設立となっ
たものである。
　当クラブは25名。北嶋会長はサッ
クス奏者であるが、ピアニストなど音
楽を生業としている方やピアノ調律師、
朗読、アナウンサー、バルーンアーテ
ィスト、食のアーティストなど、多才
なメンバーを擁している。

　ご来賓祝辞の後、井田 渉次期第2副
地区ガバナー予定者が「 クラブが主役
でウィサーブ 」の発声で乾杯。アトラ
クションは北嶋会長自らがサックスを
演奏し、「 ホールニューワールド 」そし
て「 情熱大陸 」の調べは式典参加者を
おおいに魅了した。
　大和中央シティLCの鳥居眞弓FWT
地区コーディネーターの謝辞では「 わ
が子のようなクラブなので、今後の活
動を温かく見守っていきたい 」とやっ
と誕生したクラブに愛おしい気持ちを
にじませ、これまでの設立経緯を振り
返った。
　大和アートLCはさっそく8月31
日（日）に被災地復興応援芸術祭「 絆
-KIZUNA」を開催。地元の大和市文化
創造拠点シリウスで始動する。
　取材・撮影：2024−2025年度

地区ニュース　委員長　L髙畠　祐二

　認証状伝達式では、スポンサークラ
ブの大和中央シティLC渡辺博士会長
の歓迎の挨拶に続き、倉田雅史地区ガ
バナーから北嶋会長に認証状が伝達さ
れ、メンバーによってライオンズの誓
いならびに宣誓が行われた。
　倉田ガバナーの「 社会奉仕をしっか
りやることによってやりがいを持って
ほしい 」という激励に応えて、北嶋会
長は「 大和の地でアートの力によって
社会貢献したい 」と抱負を語った。
　伝達式には小川晶子GATエリアリー
ダー東日本、伊賀保夫330複合地区ガ
バナー協議会議長らも来賓として招待
され、祝辞を述べられた。
　続いて開催された祝宴には、国際ソ
ロプチミスト柴胡の森園廣子会長、自
由民主党・衆議院支部長まるたこう一
郎様、神奈川県議会議員藤代優也様ほ
か多くの来賓がご臨席された。
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　5月31日（土）結成60周年を記念
する式典が、横須賀メルキュールホテ
ルにて厳かに執り行われました。当日
は、スポンサークラブ・姉妹クラブほ
か、多くのライオンズクラブのメンバ
ーの皆様や地域の関係者の方々にもご
参列いただき、約230名が参加する盛
大な催しとなりました。
　式典は15時より開始され、三浦LC 
60年の歴史を動画にまとめ、宴の幕開
けにふさわしく、まずはオープニング
映像を御覧いただき、これまでの歩み
と感謝の思いを皆様と共有いたしまし
た。開式の辞に続いて国歌斉唱が行わ
れ、実行委員長の挨拶では、これまで
の60年間の歩みと未来の活動が語ら
れ、今後のさらなる発展への決意が述
べられました。
　来賓挨拶では三浦市長吉田英男様や
農林水産大臣衆議院議員小泉進次郎様、
倉田雅史地区ガバナーよりご祝辞を賜
り、地域における役割と貢献が高く評
価されました。小泉農林水産大臣から
は今話題のお米の貴重なお話をいただ
き、とても盛り上がりました。
　続いて60周年記念アクティビティ
の紹介があり、目録が贈呈されました。
一.クラブエクステンション
　鎌倉葛原岡ラインズクラブ
一.青少年育成への支援
　1.三浦市サッカー協会　金一封
　2.三浦市学童野球大会　金一封
　3.中学生軟式野球マリーンズ 金一封
一.アクティビティ協力機関支援
　1.あゆみの家　金一封
　2.献血事業（年3回）

式典。これからも「 地域に根ざし、We 
Serve」を目指し、さらなる飛躍を誓
う一日となりました。
　メンバーおよび関係各位の皆様に心
より感謝申し上げます。

9R-2Z　三浦LC　会長　L加藤　孝次

　60周年実行委員会委員長

L石渡　敏昭

地区ニュース　委員   L髙橋真樹子

　撮影：　　〃　　

アドバイザー　L中井　弘明

　式典終了後には大会顧問の開宴の言
葉で祝宴の幕を開けました。アトラク
ションとしてジャズをBGMに、参加
者同士の懐かしい再会や新たな交流の
場として、和やかなひとときを過ごし
ました。さらに抽選会では三浦市の特
産争奪戦となり、大いに盛り上がりま
した。
　創立60周年という節目を迎え、改
めて地域クラブや姉妹クラブのつなが
りや意義を見つめ直す機会となった本

結成60周年記念式典開催結成60周年記念式典開催
60
th

三浦ライオンズクラブ
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●参列者に謝辞を述べる
　伏見元国際理事

●祝辞を述べる萩生田康治
相模原市議会議員

●祝辞を述べる
　倉田ガバナー

●歓迎の挨拶を述べる
　関 信行会長

 “ 感謝の50年！
常に夢を そして永遠に ”を詠い、

７月７日(月)ホテルニューグランド
「 ペリー来航の間 」において、横浜み
なとマリンLC結成50周年記念式典
が、厳粛な中にも華やかに挙行された。
　ライオンズクラブ国際協会に国際理
事・伏見 龍Lを輩出したクラブとして、
その名を馳せている。トレードマーク
はマドロスさん！いかにも頷ける。
　 遡 る こ と50年、ク ラ ブ 結 成 式 は

「 クイーンエリザベス号 」の船長を迎
え、異国情緒あふれるスタートを切っ
た。中でも三笠宮殿下の特別記念講演
は式典の格調を高めた。
　50年の月日はご多分に漏れず順風
満帆とはいえず、紆余曲折を経ながら
も今日までLCとしての奉仕活動を継
続、本日ここに50年の実績を披露す
る栄誉に至った。

　KSPグループ会長としての威厳と功
績は「 泣く子も黙らせる 」絶大な力と
なって、今日の会社を揺るぎない地位
に押し上げた。“10年先を読む ”先見
の明は誰もが知るところであり、今日
を築き上げた原動力といえる。相手を
して黒を白と言わしめる強引さもまた
その原動力の一つの要素といえよう。
　これらさまざまな要素が88年を支
え、今日の祝賀に至った。
　祝賀会は、KSPグループ代表取締役
社長田邊 中氏の、"父君米寿祝賀会 ”
列席に対する感謝の言葉で閉宴した。  
　撮影：地区ニュース

アドバイザー  L中井　弘明

　一方で、全国みなと同盟への加入は、
情報の共有・人脈の拡がりにより、奉仕
活動はさらに充実・強固になった。継続
アクティビティの恒例ダンスパーティ
ー、長年にわたる子ども医療センター
への支援は周知の事実である。
　倉田雅史地区ガバナーは祝辞で、国
際理事としてライオンズクラブを牽引
した伏見 龍Lに敬意を表すとともにク
ラブの50年の歴史と実績を称えた。
　時を同じくして、KSPグループ会長
の「 米寿を祝う会 」が催された。伏見
会長はライオンズメンバーと社員や関
連業者に祝福され、満面の笑みで好々
爺然として謝辞を述べた。

結成50周年記念式典結成50周年記念式典
伏見 龍元国際理事米寿を祝う会開催伏見 龍元国際理事米寿を祝う会開催

50
th

横浜みなとマリンLC
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SUNSUNSUN 有限会社有限会社 サンテックサンテック有限会社サンテック

　去る6月5日（木）、伊豆
大島LCではホテル赤門に
おきましてCN60周年記
念例会および懇親会を開催
いたしました。先年のスポ
ンサークラブ湯河原LCに
続いての開催です。
　当日は倉田雅史地区ガ
バナーをはじめとして、森
川吉孝ガバナーエレクト、
内藤修也第1副地区ガバナー予定者、
RC、ZC、湯河原LC、ゾーン内各ク
ラブ会⾧、姉妹クラブとして新潟県の
加茂LC、山形紅花LC、伊豆大島LC
のCNメンバーなど合計28名のご出
席をいただきました。
　式典ではなく記念例会としまして、
肩肘を張らず多少の会話や笑いを交
えることを想定し、和やかに楽しく進
行できることを目指しました。懇親

5日当日午前中は伊豆大島
LC主催の島内バスツアー
を催し、翌日午後の船でお
帰りになる方々のためには
バーベキューコースとゴル
フコースを用意しました。
　ご来賓の皆様には大変楽
しんでいただけたようで、
準備を重ねてきた会員もこ
れまでの疲れが吹き飛んだ

ようです。
　先立って6月1日（日）には晴天の
中、「 伊豆大島LC CN60周年記念ゲ
ートボール大会 」も開かれ、ここ数年
より3チーム多い11チームのご参加
があり、これにクラブメンバーのチー
ムも加わり、盛大なゲートボール大会
となりました。
　6R-1Z　伊豆大島LC

会⾧　L橋本慎一郎

会も地区を越えて新潟や山形の皆さ
んとの交流にもなったようで、すばら
しい流れの中進めることができまし
た。
　記念アクティビティは、大島・利島
の小中学校への図書寄贈、アジサイの
植樹、CN60周年記念ゲートボール
大会などとなっております。
　また、島という環境上、船便の都合
から時間が中途半端となりますので、

CN60周年記念例会開催CN60周年記念例会開催
60
th

伊豆大島ライオンズクラブ

●例会で挨拶をする橋本会長 ●祝辞を述べる倉田ガバナー
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Step Forward支援金を活用して
ちょっと素敵なアクティビティ！

　5月18日（日）横浜ランドマークプ
ラザBUKATSUDOにて、横浜みな
とみらいLC主催により「 身体の声を
聴いてみよう 」を開催いたしました。
　このアクティビティは、SDGs3-4

『 だれもが健康で幸せな生活を送れる
ようにしよう 』をテーマに企画した
健康増進イベントです。
　ワークショップ「 体幹を整えるウォ
ーキング 」では、トータルボディーア
ドバイザーがひとりひとりの身体の
クセをチェックし、正しい歩き方のコ
ツを身に付けることができました。
　また、バレエ講師による「 誰でも簡
単バレエストレッチ 」には、小学生の

お子様からご年配の方までご参加い
ただき、楽しく身体を動かしながらバ
レエの動きを体験しました。
　今話題の「 フレイル対策セミナー」
では、薬剤師の先生に健康寿命を延ば
すための日常生活におけるアドバイ
スを、歯科医師の先生からは口腔ケア
の大切さを学んだうえで、口腔体操を
実践しました。

　クラブにとって新しい企画・試みで
したが、一般の方にもたくさんご参加
いただき、有意義なものとなったと思
います。
　このイベントの参加が、自分自身や
ご家族の身体と健康を見直すきっか
けとなれば幸いです。
　1R-4Z　横浜みなとみらいLC

前会長　L植松　和宗

横浜みなとみらいLC
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いろんな本をたのしもういろんな本をたのしもう！！！！
　7月1日（火）ライオンズク
ラブの新年度初日に藤沢市総合
図書館へ大きな活字の本を寄贈
する「 りんごの棚 」アクティビ
ティを行い、藤沢LCから7名
のメンバーが参加しました。
　「 りんごの棚 」とはすべての
子どもに読書の喜びを体験して
もらう場所としてスウェーデン
の図書館でスタートした事業
で、カラフルにデコレーション
をしたブックトラックという
大きな本棚に、紙の本だけでな
くさまざまな形態の本（点字図
書、布絵本、手話付絵本）を置
き、子どもが自分に適した本に
出合える手助けをします。視覚
障がい（弱視）があり文字が見
えにくい子どもたちだけでなく、大き
な文字で読書をしたい子どもや大人の
方も対象です。
　「 りんごの棚 」の目的は、視覚障が
いやその他の理由で本を読むことが困
難な方も利用できる本を紹介し、障が
いのない方にも多種多様な読書方法が
あることを知ってもらい、視覚障がい
者への理解がなされていくことです。

　立石直子前会長は「 健常者、視覚障
がい者の方が同じ空間で本を楽しむこ
とができる場作りのお手伝いができた
ことをうれしく思う。今後もこの奉仕
活動を継続していきたい 」と話しまし
た。
　藤沢市生涯学習部長の井出祥子様か
らは「 りんごの棚には、世界的な名作
からドラえもんなど子どもにも親しみ

やすい本を厳選して置いてあり
ます。（今回のご寄贈は）大人か
ら子ども、健常者、視覚障がい
者などすべての人が本に親しむ
一助になります 」とお礼の言葉
をいただきました。
　普段は見ることがない大きな
文字の本を手にしたメンバー
は「 字が大きくて読みやすい 」

「 子どもの頃に読みやすい大活
字の本に出合っていたら読書が
好きになっていた 」という感想
を述べていました。
　「りんごの棚」を必要とする
方々に本を届けるために、8 月
7日(木)11時〜15時「 みて！
きいて！さわって！いろんな本
を楽しもう！！」というイベント

が藤沢市総合図書館で行われ、当日は
メンバーも運営の手伝いをしました。
　視覚障がい者の方に本を読むことで
知性を磨いていただくライオンズクラ
ブらしいアクティビティを行うことが
できました。今後も継続して行います。
　8R-1Z　藤沢LC

　マーケティングコミュニティ委員会

L広瀬　　繁

りんごの棚　みて！ きいて！ さわって！

藤沢LC
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『 新緑の大茶 会』『 新緑の大茶 会』

　横浜ポートヒルLCのメインアクテ
ィビティでもある『 新緑の大茶会 』
を5月18日（日）に 上 大 岡 の「 水 車
屋 」で行いました。前の日まで降っ
ていた雨も上がり、当日は夏日和の蒸
し暑い中でしたが、金沢茶道会の先生
方のご協力のもと、二席でのお茶会を
開催することができました。
　今年の会場の上大岡「 水車屋 」は、

　5月18日（日）、横 浜 磯 子LCは、
キャビネット奉仕デーの活動として、
横浜市磯子区にある児童養護施設・誠
心学園の園児を、よこはま動物園ズー
ラシアに引率するアクティビティを
実施しました。

明治から今に受け継がれる古民家。
こちらの和室をお借りしてのお茶会。
薬医門をくぐり枯山水の日本庭園。茶
室では時代ものの掛け軸、季節の花、
素晴らしいお道具の数々の中で、おい
しいお菓子とお茶をいただきました。
来場されたお客様にも大変喜んでい
ただきました。
　このお茶会も今回で30回目を迎え

　2歳〜6歳の園児14名、施設の先
生9名、ゲストを含むメンバー15名
により、春の動物園で楽しい1日を過
ごしました。
　2003年から継続し、今回で21
回目の開催となりますが、当日の園児

ることができました。昨年のお茶会
が終了して、約1年をかけクラブメン
バーで力を合わせて準備をしてきま
した。このアクティビティを通して、
少しでも皆様にお茶の楽しさを伝え
られるようにと、これからも頑張って
いきたいと思います。
　2R-2Z　横浜ポートヒルLC

前会長　L石塚　秀明

の楽しそうな様子や、後日にいただく
園児が描いてくれた動物の絵を見る
と、心温まる思いです。
　2R-3Z　横浜磯子LC

前社会福祉委員長　L前田　光彦

よこはま動物園ズーラシアに引率よこはま動物園ズーラシアに引率！！！！
児童養護施設・誠心学園の園児を

横浜磯子LC

横浜ポートヒルLC
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　当委員会の担いは、森川吉孝ガバナ
ーはじめ、地区内の委員会や、すべての
メンバーと思いを共有できるよう、情
報発信をします。また各クラブや支部
などからも多くの情報を収集し、情報
発信の一助になれるよう努めてまいり
ます。
　紙媒体という弱点もありタイムリー
に発信はできませんが、環境に左右さ

れない紙媒体ならではの強みを最大
限に生かし、メンバー以外の方々に
も、ライオンズクラブの活動やアク
ティビティに関心をもっていただけ
るようにします。
　式典、アクティビティなど伝えた
い情報があれば、皆様のもとに伺い
ますので、ご協力お願いいたします。
また、ご寄稿もお待ちしております。

地区ニュース委員会
委 員 長

L山　田　博　之
（8R-2Z　茅ヶ崎グリーンLC）

編 集 後 記

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。


